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子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

佐敷諏訪宮例大祭
　

佐
敷
諏
訪
宮
例
大
祭
は
、
４
月
27
日
と

28
日
の
両
日
、
神み
こ
し輿
巡
行
で
幕
を
開
け
ま

し
た
。
葦
北
鉄
砲
隊
を
先
頭
に
、
白
装
束

に
身
を
包
ん
だ
約
30
人
の
氏
子
た
ち
が
計

石
漁
港
を
出
発
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
地

域
の
子
ど
も
神
輿
も
途
中
合
流
し
、
福
祉

施
設
な
ど
を
巡
り
、
薩
摩
街
道
佐
敷
宿
商

店
街
を
通
っ
て
、
諏
訪
神
社
ま
で
の
道
の

り
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

28
日
は
、
諏
訪
神
社
境
内
で
九
州
高
校

選
抜
相
撲
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
熊

本
、
鹿
児
島
両
県
か
ら
４
校
が
参
加
し
て

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
恒
例
の
「
赤
ち
ゃ

ん
土
俵
入
り
」
は
毎
年
町
内
外
か
ら
の
参

加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
女

の
子
の
土
俵
入
り
も
始
ま
り
、
今
年
は

１
２
８
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

小
さ
な
化
粧
ま
わ
し
に
紅
白
の
ね
じ
り
鉢

巻
き
姿
の
赤
ち
ゃ
ん
が
大
人
の
力
士
に
抱

え
ら
れ
土
俵
入
り
し
ま
し
た
。
緊
張
し
た

の
か
大
声
で
激
し
く
泣
き
出
す
子
ど
も
や

終
始
に
こ
に
こ
笑
顔
の
子
ど
も
な
ど
さ
ま

ざ
ま
。
家
族
が
土
俵
際
で
心
配
そ
う
に
見

守
る
中
、
赤
ち
ゃ
ん
は
立
派
に
土
俵
入
り

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
に
は
熊
本
県
少
年
親
善
相
撲

大
会
と
芦
北
・
水
俣
管
内
の
小
学
新
１
年

生
相
撲
大
会
が
同
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
家
族
の
姿
も
見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
勇
士
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

①計石保育園児の前を通る神
み こ し

輿巡行
②町内を練り歩く子ども神輿
③空手演武を神社に奉納する芦北町海王塾
④葦北鉄砲隊や氏子らによる紅白の餅投げ
⑤力士に抱えられ赤ちゃん土俵入り
⑥気迫あふれる取組を見せた九州高校選抜相撲大会
⑦⑧芦北町内の子どもたちも健闘した熊本県少年親
　善相撲大会
⑨赤ちゃん土俵入りで三つ子による初の土俵入り

●①

●②●③●④

●⑥

●⑤

●⑦

●⑧●⑨
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「
道
の
駅
」
登
録　

大
野
温
泉
セ
ン
タ
ー

　

大
野
温
泉
セ
ン
タ
ー
が
道
の
駅
に
登
録

さ
れ
、
４
月
13
日
、
登
録
証
の
交
付
式
が

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
付
式
で
は
、

国
土
交
通
省
か
ら
の
登
録
証
を
芦
北
地
域

振
興
局
の
寺
島
局
長
が
竹
﨑
町
長
へ
手
渡

し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
は
国
土
交
通
省
が
認
定
す
る
制

度
で
、
地
図
な
ど
に
「
道
の
駅
」
と
表
示

さ
れ
、
観
光
客
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
町
は
昨
年
９
月
か
ら
認
定
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
今
後
、
公
衆
電
話

や
県
が
設
置
す
る
看
板
が
完
成
し
た
後
の

７
月
中
旬
に
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

４
月
25
日
に
は
、
指
定
管
理
者
開
所
式

が
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
葦
北
鉄
砲
隊

の
演
武
や
秀
岳
館
高
校
の
雅
太
鼓
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
竹
﨑
町
長
が
「
農
協
の
広
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
経
営
戦
略
で
施
設
の
利

用
率
を
高
め
、
芦
北
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
４
月
か

ら
新
し
く
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
あ

し
き
た
の
高
峰
代
表
理
事
組
合
長
は
「
こ

の
素
晴
ら
し
い
施
設
を
最
大
限
に
生
か

し
、
地
産
地
消
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

▲道の駅の登録証が寺島局長（左）から竹﨑町長へ　
　手渡されました

▶開所式であいさつするＪＡあ
　しきた高峰代表理事組合長

▲秀岳館高校よる雅太鼓の演舞

海
藻
「
あ
か
も
く
」 

ネ
バ
ネ
バ
お
い
し
い
よ

　

芦
北
漁
協
が
ク
マ
モ
ト
・
オ
イ
ス
タ
ー

に
続
き
、
特
産
品
と
し
て
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
海
藻
「
あ
か
も
く
」
で
す
。

聞
き
慣
れ
な
い
名
前
で
す
が
、
芦
北
の
海

で
は
比
較
的
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
昨
年
２

月
、
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会

で
京
都
府
の
漁
協
の
発
表
を
聞
い
て
、
今

ま
で
食
用
と
し
て
認
識
し
て
い
な
か
っ
た

「
あ
か
も
く
」
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
を
初
め
て
知
っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
後
、

福
岡
県
で
実
際
に
加
工
販
売
し
て
い
る
漁

協
を
視
察
し
、
今
年
２
月
に
は
養
殖
を
始

め
て
い
ま
す
。
４
月
14
日
に
は
試
食
会
を

実
施
、
漁
協
女
性
部
の
組
合
員
は
「
み
そ

汁
に
あ
か
も
く
を
入
れ
る
と
香
り
が
よ
く

お
い
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。　

　

こ
の
「
あ
か
も
く
」
は
冷
凍
し
て
保
存

で
き
る
の
で
長
期
間
お
い
し
く
い
た
だ
け

ま
す
。
町
内
で
は
漁
協
の
朝
市
や
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
こ
ぽ
ん
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
八
里
組
合
長
は
「
ネ
バ
ネ
バ

し
て
い
る
食
感
が
特
徴
。
ど
の
よ
う
な
調

理
方
法
が
い
い
の
か
今
後
も
研
究
を
重
ね

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲細かくすり潰すとネバネ
　バとした食感になります

海から引き上げた「あかもく」▶

◀
試
食
会
で
は
納
豆
和
え
、
オ
ク
ラ
和
え
、　

　

チ
リ
メ
ン
和
え
、
か
き
揚
げ
、
み
そ
汁
、　

　

あ
か
も
く
丼
の
６
品
を
試
食
し
ま
し
た

白
岩
排
水
機
場
完
成

　

白
岩
排
水
機
場
が
完
成
し
、
４
月
25

日
、
安
全
祈
願
祭
と
竣
工
式
が
町
、
議
会
、

地
元
、
工
事
関
係
者
ら
約
30
人
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

白
岩
地
区
は
、
白
岩
川
や
鳴
瀬
川
な

ど
４
河
川
の
流
域
に
降
り
注
い
だ
雨
が

集
中
す
る
地
域
で
、
大
雨
の
た
び
に
浸

水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら

整
備
を
進
め
、
総
事
業
費
８
，
７
９
０
万

▲運転開始のスイッチを押してポンプを始動させました

乙
千
屋
橋
開
通
式

　

平
成
22
年
５
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
流

失
し
た
町
道
乙
千
屋
日
当
線
の
乙
千
屋
橋

が
完
成
し
、
４
月
13
日
、
開
通
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
県
、
町
、
議
会
の
関
係
者
や

地
域
住
民
な
ど
約
70
人
が
出
席
。
式
で
は

竹
﨑
町
長
が
「
地
域
の
皆
さ
ま
に
長
き
に

わ
た
り
愛
さ
れ
る
橋
と
な
る
よ
う
町
と
し

て
適
正
な
維
持
管
理
に
務
め
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く

す
玉
が
割
ら
れ
、
出
席
者
が
渡
り
初
め
を

行
い
ま
し
た
。　

　

乙
千
屋
地
区
で
は
、
地
元
か
ら
か
ね
て

よ
り
乙
千
屋
川
の
河
川
改
修
と
町
道
乙
千

屋
線
の
道
路
改
良
の
要
望
が
上
が
っ
て
お

り
、
県
と
協
議
を
重
ね
、
災
害
復
旧
事
業

と
河
川
改
良
、
道
路
改
良
を
併
せ
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

橋
の
総
事
業
費
は
１
億
１
，
４
８
７
万

円
。
道
幅
も
広
く
な
り
、
橋
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
車
や
人
が
安
全
に
通
行
で
き
る
橋

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

円
を
投
じ
て
排
水
機
場
が
完
成
し
ま
し

た
。
施
設
に
は
口
径
５
０
０
ミ
リ
の
排
水

ポ
ン
プ
を
２
基
設
置
し
、
排
水
能
力
は
１

分
間
に
２
基
で
60
ト
ン
で
す
。

　

竣
工
式
で
は
竹
﨑
町
長
と
藤
井
町
議
会

議
長
が
１
号
機
、
白
石
区
長
（
白
岩
）
と

山
田
排
水
機
場
管
理
人
が
２
号
機
の
ス

イ
ッ
チ
を
押
し
て
ポ
ン
プ
を
始
動
さ
せ
ま

し
た
。

▲テープカットとくす玉割りをする関係者

▲出席者全員で渡り初め
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ま ち の わ だ いま ち の わ だ い

ヒラメの稚魚９万匹を放流

　ゴールデンウィークは天候に恵まれ町内の観光施設
も多くの観光客でにぎわいました。
　芦北海浜総合公園では子ども連れの家族やカップル
で連日大にぎわい。５月５日にはローラーリュージュ
が１時間、ゾーブが１時間 40 分待ちの盛況ぶりでした。
　５月３日から６日までの期間、芦北大橋付近では、
1,000 人以上が潮干狩に訪れ、小さな子ども連れの親
子も潮干狩りを楽しんでいました。御立岬公園では芝
生の上にお弁当を広げている光景が見られました。日
差しが強かったので海で楽しそうに水浴びする子ども
たちの歓声も聞こえていました。

多くの観光客でにぎわう

　芦北漁協が芦北町や熊本県から助成を受け毎年放流
しているヒラメの稚魚を４月 12 日に芦北漁協で、４
月 16 日に田浦漁協でそれぞれ４万５千匹放流しまし
た。
　芦北漁協では、体長４cm の稚魚を４月４日に上天
草市のくまもと里海づくり協会から受け取り、芦北漁
協の水槽で６cm になるまで中間育成し放流しました。
ヒラメの稚魚は沿岸部で過ごし大きくなって沖に出ま
す。芦北で放流されたヒラメが牛深まで行くこともあ
るそうです。県内のヒラメ漁獲量のうち約 20% が放
流事業によるものです。放流されたヒラメは１年で体
長 20 〜 40cm に成長します。

 　第 28 回火の国旗全国高校空手道優勝大会が５月４
日、全国から男子 63 校、女子 56 校が参加し熊本市
総合体育館で開催されました。５人制の勝ち抜き方式
で戦う本大会で芦北高校空手道部は男女ともにベスト
８に入りました。また、熊本県勢男子で最高成績を収
めた高校に贈られる金教授杯をマリスト高との決定戦
を制した芦北高（桑本裕一郎、中山裕太、山本大悟、
松本裕輔、田村嵐、才保佑一朗、北原宏人）が初めて
受賞。同じく県勢女子で最高成績を収めた高校に贈ら
れる熊日杯も芦北高（釡さくら、北岡未希、中島かれ
ん、元山夏、才保なな、中島レナ、釡みなみ）が初受
賞しました。６月に開催されるインターハイ県予選で
の好成績が期待されます。（氏名敬称略）

芦北高空手道部 
　　　男女とも県勢トップ

金教授杯と熊日杯を手に喜ぶ芦北高空手道部の選手

青少年の家 100 万人達成

　芦北町内水面漁業協同組合が平成 14 年度から取り
組んでいる稚アユの放流が今年も４月 19 日に佐敷川
で行われました。体長約８cm の稚アユ１万８千匹を
６カ所で放流しました。「放流している時、天然の稚
アユが遡上しているのが確認できました。毎年行って
いる放流の成果です」と放流に参加した組合員は話し
ていました。桑本副組合長は「大雨が降って河川が氾
濫するとアユも流されてしまう。大雨が降らないよう
祈るのみ」と話してくれました。
　７月１日の解禁日には 20cm ほどに育ったアユを見
ることができます。入漁料（１日）釣り 500 円、網 1,500
円を支払えば漁ができます。問い合わせ先  芦北町内
水面漁協事務所（本田宅）☎（８２）５３５８

大きく育て〜稚アユの放流〜

稚アユをゆっくり放流する組合員

100 万人目の利用者となった水俣第２中学校の生徒
とくまモンが記念のくす玉を割りました

　県立あしきた青少年の家の利用者が 100 万人を
突破した４月 24 日、記念式典が開催されました。
　あしきた青少年の家は、平成 10 年７月の開所以
来、毎年多くの利用者が訪れています。カッター船、
ペーロン船、海水浴、磯観察など海に面した施設の
特性を生かしたプログラム活動を主体に展開し、リ
ピーター（再利用者）が多い施設として人気があり
ます。楠原所長は「春から秋にかけては利用率が高
い状態が続きますが、11 月から２月の閑散期にも
利用者を増やせるようお年寄りや保育園児向けのプ
ログラムを開発していきたい」と利用者拡大に意欲
的でした。

　前田四郎次さん（小田浦２）は５月 ６ 日に 100 歳
の誕生日を迎え、長女の遠山三千子さん宅に親族が集
まり誕生日を祝いました。竹﨑町長が「100 歳のお誕
生日おめでとうございます」と長寿慶祝金を手渡すと

「ありがとうございます。町長さん、芦北町には 100
歳は何人ぐらいおりますとですか」と質問しました。
前田さんはスポーツが大好きで、会社員時代はテニス
をし、孫の元プロ野球選手遠山將志さんに負けないよ
うにと 88 歳までゲートボールをしていたそうです。
食べ物の好き嫌いはなく、晩酌が長生きの秘訣と話し
てくれました。町内の 100 歳以上の人は５月７日現
在で 13 人です。

祝１００歳　前田 四郎次さん

竹﨑町長からお祝いの長寿慶祝金を受け取る前田さん

芦北海浜総合公園でローラーリュージュを楽しむ入園者

ホースを伝いヒラメの稚魚が海へ放流されました
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水
俣
病
被
害
者
に
対
す
る

救
済
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

◆症候要件と給付の種類・内容

項目 症候要件 給付の種類・内容

一時金等

対象者

検査所見書と提出診断書（注１）
の両方で、四肢末梢優位の感覚
障害（注２）、全身性の感覚障害
のいずれかが認められる（注３）

○一時金：２１０万円（チッソ（株）が負担）
○療養費：医療費の自己負担分
○はり・きゅう施術療養費、温泉療養費：１月につ
　き７，５００円まで
○療養手当：入院・通院や年齢に応じて１月につき
　１万２，９００円〜１万７，７００円
○離島加算（該当者のみ）：１月につき１，０００円

療養費

対象者

検査所見書と提出診断書のいず
れかで一定の感覚障害（注４）
が見られ、検査所見書で、水俣
病にも見られる症状（注５）の
いずれかが認められる

○療養費：医療費の自己負担分
○はり・きゅう施術療養費、温泉療養費：１月につ
　き７，５００円まで
○離島加算（該当者のみ）：１月につき１，０００円

（注１）「検査所見書」とは、県が指定する医療機 
　　　  関の医師による診断書です。「提出診断書」
　　　 とは、申請者が任意で提出する一定の要
　　　  件を満たした医師の診断書です。

（注２）四肢末梢優位の乖
か い り

離性の感覚障害は、全
　　　  身性の感覚障害と同等に扱います。また、
　　　  「乖離性の感覚障害」とは、触覚または痛
　　　  覚のいずれか一方の低下が見られる状態
　　　  をいいます。

（注３）提出診断書または検査所見書のいずれか
　　　  において、四肢末梢優位の感覚障害、全
　　　  身性の感覚障害または四肢末梢優位の乖
　　　  離性の感覚障害が認められ、かつ、他方
　　　  の診断書において、口周囲の触覚もしく
　　　  は痛覚の感覚障害、舌の二点識別覚の障
　　　  害または求心性視野狭

きょうさく

窄の所見が認めら
　　　  れる場合は、これらの所見を踏まえ、総
　　　  合判断により判定を行うこととします。

（注４）「一定の感覚障害」とは、四肢末梢優位の
　　　  感覚障害、全身性の感覚障害または四肢
　　　  末梢優位の乖離性の感覚障害をいいます。

（注５）「水俣病にも見られる症状」とは次の①〜
　　　  ⑩の症状のいずれかをいいます。
　　　①しびれ　②ふるえ　
　　　③カラス曲がり（こむら返り・けいれん・
　　　　足がつる）
　　　④見える範囲が狭い・はっきり見えない　
　　　⑤耳が遠い・耳鳴り
　　　⑥味覚・嗅覚の異常　
　　　⑦言葉を明確に発せない
　　　⑧めまい・立ちくらみ
　　　⑨つまずきやすい・ふらつく
　　　⑩物を落としやすい・手足の脱力感

　

平
成
22
年
５
月
１
日
よ
り
「
水
俣
病
被

害
者
の
救
済
及
び
水
俣
病
問
題
の
解
決
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
特
措
法
）」
に
基

づ
く
救
済
措
置
の
申
請
を
７
月
31
日
（
火
）

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
水
俣
湾
ま
た
は
そ
の
周
辺
水
域

に
居
住
し
て
い
た
家
族
、
友
人
な
ど
に
も

制
度
の
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
救
済
の
対
象
と
な
る
人

　
次
の
①
、②
の
両
方
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
通
常
起
こ
り
得
る
程
度
を
超
え
る
メ
チ

ル
水
銀
の
ば
く
露
を
受
け
た
（
メ
チ
ル
水

銀
を
体
内
に
取
り
入
れ
た
）
可
能
性
が
あ

る
人

※
「
通
常
起
こ
り
得
る
程
度
を
超
え
る
メ

　

チ
ル
水
銀
の
ば
く
露
を
受
け
た
可
能
性

　

が
あ
る
人
」
と
は
次
の
（
ア
）、（
イ
）

　

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
を
い
い
ま

　

す
。

（
ア
）
昭
和
43
年
12
月
31
日
以
前
に
、「
対

象
地
域
」（
下
記
参
照
）
に
１
年
以
上
居

住
し
て
い
た
た
め
、
水
俣
湾
ま
た
は
そ
の

周
辺
水
域
の
魚
介
類
を
多
食
し
た
と
認
め

ら
れ
る
人

（
イ
）
昭
和
43
年
12
月
31
日
以
前
に
「
対

象
地
域
」
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
な

か
っ
た
人
で
も
、
水
俣
湾
ま
た
は
そ
の
周

辺
地
域
の
魚
介
類
を
多
食
し
た
と
認
め
る

の
に
相
当
な
理
由
（
※
）
が
あ
る
人
（
母

体
を
経
由
し
て
、
メ
チ
ル
水
銀
の
ば
く
露

を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
場
合
を
含
み
ま

す
。）

※
「
相
当
な
理
由
」
は
、
本
人
か
ら
の
聞

　

き
取
り
な
ど
を
行
い
、
地
域
要
件
、
症

　

候
要
件
と
併
せ
て
総
合
的
に
判
断
さ
れ

　

ま
す
。

②
一
定
の
症
候
要
件
を
満
た
す
人

　
　
（
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◆
昭
和
44
年
12
月
1
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
人

◆対象地域
対象地域

救済申請の期限と救済制度への理解をお願いする
細野環境大臣（写真左、５月２日、水俣市）

水俣病救済制度 水俣病救済制度

▲申請の受付期限は７月 31 日（火）
　までとなっています

▶

芦北町のうち、大字鶴木山、計石、道川内、乙千屋、女島、　　
白岩、佐敷、芦北、花岡、湯浦、宮崎、豊岡、大川内、　　　　
田浦、田浦町、小田浦、海浦、波多島および井牟田の区域
水俣市のうち大字大川、久木野、越木場、古里、石坂川、　　　
葛渡および湯出を除いた区域
津奈木町全体
天草市のうち御所浦町の区域
八代市のうち二見洲口町の区域
上天草市のうち龍ヶ岳町の区域

　

昭
和
44
年
12
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
い
つ
い
て
は
、さ
い
帯
、胎
毛
筆（
赤
ち
ゃ

ん
筆
）
の
毛
ま
た
は
（
妊
娠
中
の
）
母
親

の
毛
髪
に
お
け
る
高
濃
度
の
メ
チ
ル
水
銀

の
ば
く
露
の
可
能
性
を
示
す
デ
ー
タ
の
あ

る
人
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
で
メ
チ
ル
水
銀

の
ば
く
露
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
か
を

確
認
し
た
う
え
で
、
救
済
措
置
の
対
象
と

な
る
地
域
要
件
、
症
候
要
件
と
併
せ
て
総

合
的
に
判
断
さ
れ
ま
す
。

 　

ま
た
、
昭
和
44
年
11
月
30
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
胎
児
期
の
ば

く
露
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
一
時
金
な

ど
の
対
象
と
な
る
地
域
要
件
、
症
候
要
件

と
併
せ
て
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

※対象地域外の人でも申請できます。

（１）

（２）

（３）
（４）
（５）
（６）
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平成 23 年度 寄附状況をお知らせします
　平成 23 年度（平成 23 年４月１日から平成 24 年３月 31 日まで）
に芦北町に寄附をしていただいた団体・個人の皆さまをご紹介します。  
　なお、公表について差し支えない旨の承諾をいただいた個人・団体
のみを公表します。

◆芦北町ふるさと寄附
　寄附していただいた７人の皆さま、ありがとうございました。寄
附金は、「個性の光る活力あるまちづくり」のため、大切に使わせ
ていただきます。

氏名 住所 寄付金額 寄附の用途指定など

高岡　幸博　様 埼玉県 50 万円
西村　守正　様 宮城県 50 万円   教育関連
中川　逸男　様 八代市 − 　
小池　隆明　様 東京都 −
馬城　文雄　様 東京都 −
清水　誠一　様 大阪府 −
匿名希望 大阪府 10 万円

＊問い合わせ先
 　企画財政課   政策推進室政策推進係　☎（８２）２５１１（内線２５３）

ふるさと寄附とは
　生まれ故郷や応援したいと思う自治体へ寄附を行った場合、所得税・
個人住民税が一定額控除される制度です。寄付額が２千円を超える場
合は、２千円を超える部分について、税の減額対象になります。

個人・団体名 住所 寄附品・寄附金額

匿名希望 ― ―
匿名希望 ― ―
川口　民子　様 福岡県 　１万円
芦北ライオンズクラブ  様 芦北区 熊本県万能地図 22 冊
匿名希望 ― ―

（株）吉永商会　
代表取締役 吉永 美智代　様 水俣市 ―

◆一般寄附

※住所は、町内の場合は「区名」、熊本県内の場合は「市町村名」、熊本
　県以外の場合は「都道府県名」を表示しています。　

※公表を希望されなかった項は「ー」で表示しています。

　町へ寄附をしていただいた件数は６件でした。寄附をいただいた
皆さま、ありがとうございました。寄附品や寄附金は大切に使わせ
ていただきます。

「黒猫オルドウィンの
　　　　　　　　冒険」

「蜩
ひぐらし

ノ記」
葉室  麟　著（祥伝社）

ｱﾀﾞﾑ ･ ｼﾞｪｲ ･ ｴﾌﾟｽﾀｲﾝ　著
　（早川書房）

十年後の切腹を命じられ、命を区切
られた男の気高く壮絶な覚悟を、山
間の風景の中にうたい上げる感涙の
時代小説。直木賞作品です。

玄武書房に勤める馬締（まじめ）
光也。問題が山積みの辞書編纂部。
果たして新しい辞書「大渡海」は
完成するのか・・・。本屋大賞受
賞作品です。

野良猫オルドウィンは、ちょっと
した偶然から、魔法使いの弟子
ジャックの使い魔に選ばれる。魔
法は使えないけれど、ジャックと
一緒にいたいオルドウィンです
が・・・。

芦
北
町
立
図
書
館

田
浦
図
書
室

芦
北
町
立
図
書
館

「舟を編む」
三浦　しをん　著（光文社）

BOOK
おすすめ 図書紹介

芦
北
町
立
図
書
館

田
浦
図
書
室

水
俣
病
被
害
者
の
救
済
に
係
る

救
済
措
置
支
援
の
た
め
の

医
療
機
関
受
診
支
援

　

水
俣
病
発
生
地
域
に
お
い
て
、
申
請
前

に
医
師
に
相
談
し
た
い
が
、
差
別
や
偏
見

な
ど
に
よ
り
、
い
ま
だ
医
療
機
関
を
受
診

す
る
こ
と
に
対
し
て
抵
抗
を
感
じ
て
い
る

人
の
た
め
に
、
環
境
省
で
は
自
治
体
や
医

療
機
関
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
受
診
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

広
報
あ
し
き
た
５
月
号
に
同
封
し
て
い

る
「
水
俣
病
被
害
者
救
済
に
係
る
救
済
措

置
申
請
の
た
め
の
医
療
機
関
受
診
支
援
に

つ
い
て
」
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
省
環
境
保
健
部
特
殊
疾
病
対
策
室

　

☎
０
３
（
５
５
２
１
）
８
２
５
７

　

熊
本
県
水
俣
病
保
健
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
０
６

公
害
健
康
被
害
補
償
法

（
公
健
法
）
に
よ
る
救
済
措
置

　

特
措
法
に
よ
る
救
済
申
請
期
限
は
７
月

31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
公
健
法
に
よ

る
認
定
制
度
は
今
後
も
継
続
し
て
受
け
付

け
ま
す
。

　

昭
和
49
年
に
始
ま
っ
た
公
健
法
に
よ

る
認
定
制
度
は
、
複
数
の
症
状
の
要
件

を
満
た
し
て
患
者
認
定
さ
れ
る
と
１
，

６
０
０
万
円
〜
１
，
８
０
０
万
円
の
一
時

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

熊本県では
水俣病被害者に対する

救済の申請を受け付けています
申請の受付期限

郵送の場合、当日消印有効
７月 31 日（火）まで

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課  

環
境
対
策
室 

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
４
７
）

◆給付開始時期
①水俣病被害者手帳は、交付を受けた月の翌月から使用できます。
②水俣病被害者手帳に有効期限（更新手続き）はありませんので、ずっと使うことができます（事務
手続きの都合により、手帳を交付した後も住所の確認をさせてもらうことがあります）。

◆特措法での救済の対象とならない人
次の①〜⑦に当てはまる人は、救済の対象となりません。
①水俣病に係る認定を受けた人
　旧公害に係る健康被害の救済に関する特別措置法（昭和 44 年法律第 90 号）第３条第１項また
は公害健康被害の補償等に関する法律（昭和 48 年法律第 111 号。以下「公健法」という。）第４
条第２項の規定による水俣病に係る認定（以下「水俣病に係る認定」という。）を受けた人｛水俣
病の認定業務の促進に関する臨時措置法（昭和 53 年法律第 104 号）第５条第１項の規定により公
健法による認定を受けたとみなされた人を含みます｝
②水俣病に係る救済などを受けた人
　平成７年の政治解決の時に交付された医療手帳を現に所持している人や、すでに水俣病被害者手
帳を交付された人
③水俣病にもみられる症候に関して損害賠償を得た人
④水俣病に係る認定の申請をしている人
⑤水俣病に係る認定に関する処分について不服申し立てをしている人
⑥水俣病に係る認定に関する処分の取り消しの訴えを提起している人
⑦水俣病にもみられる症候に関して損害賠償を求める行為をしている人

④〜⑦に当てはまる人は、救済の申請をすることができます。
ただし、救済の対象となることが判明した場合は、④〜⑦を取り下げて救済の支給を受けるか、救済
の支給を受けずに④〜⑦を継続するかを判断していただきます。

水俣病救済制度

＊問い合わせ先
 　総務課  管財係　☎（８２）２５１１（内線２１８）
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

６
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
歯
の
衛

生
週
間
」
で
す
。

　

健
康
な
歯
を
守
る
た
め
に
は
、
毎
日
の

お
手
入
れ
が
重
要
で
す
。
い
つ
ま
で
も
お

い
し
い
も
の
を
食
べ
続
け
る
た
め
に
正
し

い
虫
歯
予
防
法
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

 「
正
し
い
磨
き
方
」

○
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
歯
と
歯
の
間
、
歯

　

と
歯
肉
の
境
目
に
当
て
て
磨
く
。

○
毛
先
が
広
が
ら
な
い
程
度
の
軽
い
力
で

　

磨
く
。

○
小
刻
み
に
動
か
し
て
磨
く
。

 「
歯
み
が
き
の
順
番
」

１　

上
の
歯
の
表
側

２　

上
の
歯
の
裏
側

３　

下
の
歯
の
表
側

４　

下
の
歯
の
裏
側　

※
最
も
よ
い
方
法
は
、
歯
科
医
院
に
て
、

歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
歯
み
が
き
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

　

毎
日
の
歯
み
が
き
で

　
　

子
ど
も
の
乳
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う

○
自
分
み
が
き

　
　

子
ど
も
専
用
歯
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ
ま

　
　

し
ょ
う
。
自
分
で
持
た
せ
て
カ
ミ
カ

　
　

ミ
す
る
こ
と
で
、
歯
ブ
ラ
シ
の
感
触

　
　

に
慣
れ
さ
せ
ま
す
。
の
ど
突
き
防
止

　
　

仕
様
の
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

○
仕
上
げ
歯
み
が
き

　
　

子
ど
も
が
痛
が
ら
な
い
仕
上
げ
歯
み

　
　

が
き
、歯
ブ
ラ
シ
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

※
フ
ッ
素
（
フ
ッ
化
物
）
を
使
う
と
エ
ナ

　

メ
ル
質
が
強
く
な
り
、
む
し
歯
菌
の
出

　

す
酸
に
負
け
に
く
い
丈
夫
な
歯
に
な
り

　

ま
す
。

○
間
食
の
回
数
を
減
ら
す

○
寝
る
前
の
飲
食
は
控
え
る

　

口
の
中
で
は
、
何
か
を
食
べ
る
度
に
虫

歯
菌
が
酸
を
作
っ
て
歯
を
溶
か
そ
う
と

し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
だ
液
が
酸
を
中
和

し
て
歯
を
守
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
間
食
の
回
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
歯
を

溶
か
す
結
果
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
寝
て

い
る
間
は
唾
液
に
よ
る
中
和
が
さ
れ
に
く

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
寝
る
前
の
飲
食

は
控
え
る
の
が
理
想
で
す
。

※
芦
北
町
で
は
、
町
内
の
歯
科
医
院
に
て

　

芦
北
町
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
の
人

　

を
対
象
に
「
歯
周
病
検
診
」
を
行
っ
て

　

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
尋
ね
く

　

だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
（
８
６
）
０
２
０
０

歯
み
が
き
と
合
わ
せ
て
知
っ

て
お
き
た
い「
虫
歯
予
防
法
」

大
人
の
歯
み
が
き

の
衛
生
週
間

芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

佐
敷
諏
訪
神
社
の

獅
子
頭

　

芦
北
町
指
定
文
化
財
に
、
新
た
に
２
つ

の
貴
重
な
文
化
財
が
加
わ
り
ま
し
た
の

で
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
１
つ
で
「
佐
敷
諏

訪
神
社
の
獅
子
頭（
し
し
が
し
ら
）」で
す
。

　

佐
敷
諏
訪
神
社
は
、
佐
敷
地
区
の
中
心

的
な
神
社
で
、
た
く
さ
ん
の
絵
馬
や
赤

ち
ゃ
ん
の
土
俵
入
り
で
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
指
定
さ
れ
た
獅
子
頭
は
、
宝

物
と
し
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の

で
、
平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）
の
熊
本

（
町
指
定
有
形
文
化
財

 　
　

平
成
24
年
３
月
30
日
指
定
）

⑫

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

県
立
美
術
館
に
よ
る
調
査
で
は
、
龍
頭

（
り
ゅ
う
ず
）
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、今
回
実
施
し
た
調
査
で
「
獅
子
頭
」

と
呼
ぶ
こ
と
が
正
し
い
と
分
か
り
ま
し

た
。
寸
法
は
、
総
高
17
・
３
ｃ
ｍ
、
頭
長

38
．
６
ｃ
ｍ
、頭
幅
32
・
６
ｃ
ｍ
で
、桂（
か

つ
ら
）
材
を
使
用
し
た
一
木
造
（
い
ち
ぼ

く
づ
く
り
）
で
す
。

　

獅
子
頭
の
上
あ
ご
部
内
側
を
見
て
み
る

と
、
墨
書
で
人
名
と
と
も
に
元
和
五
年

（
１
６
１
９
年
）
五
月
吉
日
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
人
名
は
「
江
口
伝
右
衛
門
尉
、

西
早
兵
衛
尉
、
因
幡
七
良
右
衛
門
尉
、
白

坂
市
左
衛
門
尉
」
の
名
前
が
見
え
ま
す
。

当
時
の
佐
敷
の
有
力
者
や
神
社
関
係
者
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
代
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
木

製
品
と
し
て
は
町
内
で
最
古
級
の
も
の

で
、時
代
的
に
は
一
国
一
城
令（
１
６
１
５

年
）
で
佐
敷
城
が
壊
さ
れ
て
ま
も
な
い
頃

で
す
。
よ
う
や
く
平
和
な
時
代
が
到
来
し

た
こ
と
も
、
こ
の
獅
子
頭
の
奉
納
と
関
係

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

先
月
紹
介
し
た
花
岡
東
と
花
岡
北
の
獅

子
舞
を
は
じ
め
、
熊
本
県
南
部
の
獅
子
舞

の
広
が
り
を
考
え
る
う
え
で
も
、
貴
重
な

資
料
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

８
月
下
旬
に
実
施
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス

タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
参
加
者
（
小
・
中
・

高
校
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
と
交
流
を
図
り
、

芦
北
町
で
実
施
し
て
い
る
「
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
学
校
を
贈
る
運
動
」
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。
夏
休
み

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
▼
日
程　

８
月
23
日
㈭
～
８
月
28
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
泊
６
日
予
定

▼
ツ
ア
ー
内
容

　

○
過
去
に
贈
呈
し
た
学
校
で
の
交
流

　

○
政
府
関
係
機
関
へ
の
訪
問

　

○
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
遺
跡
群
や

　
　

ツ
ー
ル
ス
レ
ン
博
物
館
見
学
な
ど

▼
派
遣
人
数　

 

15
人
程
度

▼
費
用
負
担　

８
万
３
，
０
０
０
円
程
度

※
金
額
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。
保
険
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
個
人

　

に
掛
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
自
己
負
担

　

と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
要
件　

芦
北
町
在
住
の
小
学
校

　

５
年
生
以
上
の
小
・
中
・
高
校
生

▼
選
考
方
法　

作
文
・
面
接

▼
募
集
締
切　

６
月
13
日
㈬

▼
応
募
方
法　
　

  

①
町
内
学
校
通
学
者

　

各
学
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
町
外
学
校
通
学
者

　

協
会
事
務
局
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

(

芦
北
町
役
場
企
画
財
政
課
内
）

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
５
２
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
行
っ
て
み
よ
う

子
ど
も
の
歯
み
が
き

歯

　納税通知書を５月初めにお送りしています。納
期限の５月 31 日（木）までに最寄りの金融機関
やコンビニエンスストア、各地域振興局税務課、
熊本県税事務所、自動車税事務所窓口で忘れずに
お納めください。
　なお、環境への負荷が少ない自動車（新車）は
登録の翌年度の自動車税が軽減され、一定年数を
経過した環境負荷の大きい自動車は自動車税が加
算されます。

◆平成 24 年度に自動車税が加算（10％）される 
　自動車
○ガソリン・LPG 車：平成 11 年３月 31 日以前
　に新車新規登録された自動車
○ディーゼル車：平成 13 年３月 31 日以前に新
　車新規登録された自動車
＊お問い合わせ
　県芦北地域振興局総務部　税務課　
　☎（８２）２３１７

自動車税は５月３１日（木）までに納付してください

▲ 2009 年に贈呈した
　芦北ひまわり第４学校

▲ 2009 年の贈呈式に参加した芦北の子どもたちとカンボジ
　アの子どもたち



　
熊
本
県
調
理
師
試
験
の
実
施

▼
試
験
期
日　

８
月
31
日
㈮

▼
試
験
会
場　

東
海
大
学　

熊
本
校
舎

▼
受
験
資
格　

中
学
卒
業
程
度
で
、
飲
食

店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
の
調
理

業
務
従
事
経
験
の
あ
る
人

▼
願
書
配
布　

５
月
中
旬
か
ら
各
保
健
所
、

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
な
ど
で
配
布

▼
願
書
受
付 

６
月
18
日
㈪
～
６
月
22
日
㈮

▼
提
出
先　

水
俣
保
健
所

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２

15　広報あしきた 広報あしきた　14

お 知 ら せ
　田浦子育て支援センター  ６月の行事

15 日（火）　絵本の読み聞かせ
11 日（月） 〜 15 日（金）  父の日プレゼント作り
19 日（火）　散歩へ出かけよう
26 日（火）　身体測定・誕生会
27 日（水）〜  29 日（金） 手作りおもちゃを作ろう
※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利
　用できます。気軽にお越しください。
※一時保育も行っています。
◆センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　
　午後２時 45 分〜午後５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

お 知 ら せ
　
支
援
を
必
要
と
す
る

　
親
子
の
た
め
の
就
学
説
明
会

　

小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
に
入

学
予
定
、
ま
た
は
進
級
す
る
に
あ
た
り
、

心
身
の
発
達
に
不
安
・
心
配
ご
と
の
あ
る

保
護
者
や
関
係
者
を
対
象
と
し
た
相
談
会

と
就
学
ま
で
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
30
日
㈬　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所　

水
俣
・
芦
北
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
水
俣
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
）

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

水
俣
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
３
）
８
４
１
１

   

里
親
制
度

　

熊
本
県
で
は
、
里
親
に
な
っ
て
く
だ
さ

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い

て
里
親
登
録
し
た
人
に
、
子
ど
も
の
養
育

を
委
託
す
る
制
度
で
す
。
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
八
代
児
童
相
談
所

　

☎
０
９
６
５
（
３
２
）
４
４
２
６

　
計
量
器
の
定
期
検
査

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、

法
律
（
計
量
法
第
１
９
条
）
に
よ
り
２
年

に
１
回
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
該
当
す
る
計
量
器
を
持
っ
て
い

る
人
は
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
・
場
所

○
６
月
11
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時 
活
性
化
セ
ン
タ
ー

○
６
月
12
日
㈫

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午  

Ｊ
Ａ
吉
尾
支
所

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時 

大
野
出
張
所

○
６
月
13
日
㈬　

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

芦
北
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時 

町
社
教
セ
ン
タ
ー

○
６
月
14
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

町
社
教
セ
ン
タ
ー

※
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
は
除
き
ま
す
。

◆
持
参
物

　

計
量
器
（
質
量
計
な
ど
）、手
数
料
（
１

台
あ
た
り
５
０
０
円
～
２
，
２
０
０
円
）

◆
検
査
対
象
計
量
器

①
商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に
使
用
す
る

は
か
り

②
病
院
、
薬
局
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
調

剤
用
の
は
か
り

③
学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど
で
使
用
し

て
い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り

④
農
協
、漁
協
な
ど
が
流
通
物
資
の
集
荷
、

出
荷
な
ど
に
使
用
す
る
は
か
り

⑤
宅
配
な
ど
運
送
業
者
等
が
貨
物
の
運
賃

    

熊
本
県
地
下
水
保
全
条
例
の

　
　
　
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

熊
本
県
で
は
、
県
民
の
生
活
と
経
済
活
動

を
支
え
る
地
域
共
有
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る

地
下
水
の
水
質
・
水
量
の
問
題
発
生
を
未
然

に
防
止
し
、
事
業
者
、
県
民
、
行
政
の
協
働

に
よ
り
地
下
水
を
守
り
抜
く
た
め
、
熊
本
県

地
下
水
保
全
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
地
下
水
を
「
公
共
水
」
と
し
て
位
置

付
け  

⑵
対
象
化
学
物
質
の
使
用
の
抑
制

等
を
努
力
義
務  

⑶
水
質
事
故
時
の
公
表

に
つ
い
て
規
定  

⑷
対
象
事
業
場
等
の
施

設
の
定
期
点
検
・
整
備
を
努
力
義
務  

⑸

硝
酸
性
窒
素
等
汚
染
対
策
の
推
進
を
規

定   

⑹
熊
本
市
近
郊
11
市
町
村:

揚
水
機

本
体
の
吐
出
口
の
断
面
積
が
19
㎠
（
直
径

約
５
㎝
）
超
、
11
市
町
村
以
外
の
地
域:

同
１
２
５
㎠
（
直
径
約
12
・
６
cm
）
超
の

地
下
水
採
取
に
対
し
許
可
制
を
導
入  

⑺

地
下
水
採
取
の
届
出
期
限
を
現
行
の
地
下

水
採
取
の
７
日
前
か
ら
30
日
前
に
見
直
し  

⑻
許
可
対
象
者
に
節
水
・
水
利
用
合
理
化

の
取
組
み
を
求
め
る
な
ど
地
下
水
の
合
理

的
な
使
用
に
関
す
る
対
策
を
規
定  

⑼
許

可
対
象
者
に
地
下
水
採
取
量
に
応
じ
た
涵

養
対
策
を
求
め
る
な
ど
地
下
水
の
涵
養
に

関
す
る
対
策
を
規
定  

(10)
地
下
水
採
取
の

許
可
制
導
入
等
に
伴
い
罰
則
を
追
加

　

(1)
～
(5)
の
項
目
に
関
し
て
は
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
て
お
り
、
(6)
～

(10)
の
項
目
に

関
し
て
は
、
10
月
１
日
か
ら
の
施
行
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

条
例
改
正
に
伴
う
具
体
的
な
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
説
明
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
環
境
立
県
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
７
２

　
熊
本
県
警
察
職
員
採
用
試
験

▼
警
察
官
Ａ

　

◇
受
付
期
間　

５
月
７
日
～
５
月
25
日

　

◇
第
１
次
試
験
日　

７
月
８
日
㈰

算
出
用
に
使
用
す
る
は
か
り

⑥
農
業
、
漁
業
な
ど
の
生
産
者
が
生
産
物

な
ど
の
売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

商
工
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　

㈳
熊
本
県
計
量
会

　

☎
０
９
６
（
３
６
７
）
７
８
１
６

   

６
月
は
食
育
月
間
で
す

　
「
食
」
は
私
た

ち
が
生
き
て
い

く
う
え
で
欠
か

せ
な
い
命
の
源

で
す
。
日
常
生

活
の
中
で
、
食

卓
を
囲
む
事
の

大
切
さ
や
食
事

の
あ
り
が
た
さ
、

食
の
持
つ
多
様
な
役
割
に
つ
い
て
な
ど
、

こ
の
機
会
に
改
め
て
、
ご
家
族
を
は
じ
め

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

県
は
、「
く
ま
も
と　

食
で
育
む
命
・
絆
・

夢
プ
ラ
ン
（
熊
本
県
健
康
食
生
活
・
食
育

推
進
計
画
）」
に
基
づ
き
、
食
育
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２

    

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
悪

質
商
法
や
借
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
関
す
る

お
悩
み
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
用
商
品
に
よ

る
被
害
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
ア

ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
を
通
し
て
、
皆
さ

ま
の
消
費
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
に
、ぜ
ひ
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
電
話

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
０
９
９
９

▼
相
談
時
間　

　

月
～
金　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
場
所　

熊
本
県
庁
新
館
４
階

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
消
費
生
活
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
０
８

消
費
生
活
出
前
講
座
（
講
師
派
遣
）

　

株
や
外
貨
の
取
得
勧
誘
な
ど
の
投
資
詐

欺
ま
が
い
商
法
や
一
人
暮
ら
し
の
老
人
を

狙
っ
た
高
額
商
品
の
売
り
つ
け
被
害
な

ど
、
消
費
者
被
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
を
目
的
と
し
て
講
師
派

遣
を
行
う
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
学
習
会
な
ど
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
謝
礼
、
交
通
費
は
不
要
で

す
。【
テ
ー
マ
例
：「
携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ

ル
」、「
多
重
債
務
問
題
」、「
高
齢
者
を
め

ぐ
る
悪
質
商
法
」】

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
０
８

   

県
環
境
セ
ン
タ
ー
自
然
観
察
会

　

水
俣
芦
北
自
然
観
察
会
の
か
た
を
講
師

に
迎
え
、
環
境
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
森
を
散

策
し
ま
す
。
樹
齢
３
０
０
年
と
い
わ
れ
る

ア
コ
ウ
の
木
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
の
自
然

観
察
会
に
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
日
時　

５
月
26
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
場
所　

熊
本
環
境
セ
ン
タ
ー

   

み
な
ま
た
未
来
コ
ン
サ
ー
ト

   

海
恋
物
語

▼
日
時　

５
月
26
日
㈯

　
　
　
　

開
場　

午
後
３
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
４
時

　
　
　
（
午
後
６
時
30
分
終
演
予
定
）　

▼
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
潮
騒
の
広
場

　
　
　
　

特
設
ス
テ
ー
ジ

▼
料
金　

一
般　

前
売
券
２
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

当
日
券
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　

小
中
高
生　

前
売
券
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
日
券
７
０
０
円

▼
出
演　

大
橋
純
子

　
　
　
　

ア
ル
ベ
ル
ト
城
間

　
　
　
　
　
（
デ
ィ
ア
マ
ン
テ
ス
）

　
　
　
　

マ
リ
ー
ン

　
　
　
　

熱
帯
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
楽
団

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

み
な
ま
た
未
来
コ
ン
サ
ー
ト

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
水
俣
市
商
工
観
光
振
興
課
内
）

　

☎
（
６
１
）
１
６
２
９

▼
募
集
人
数　

30
人
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
）

▼
申
込
期
限　

５
月
23
日
㈬

▼
そ
の
他　

昼
食
、
飲
み
物
は
各
自
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
２
）
２
０
０
０

▼
警
察
官
Ｂ

　

◇
受
付
期
間　

８
月
６
日
～
８
月
24
日

　

◇
第
１
次
試
験
日　

10
月
14
日
㈰

▼
警
察
行
政

　

◇
受
付
期
間　

５
月
７
日
～
５
月
25
日

　

◇
第
１
次
試
験
日　

６
月
24
日
㈰

▼
警
察
事
務

　

◇
受
付
期
間　

８
月
6
日
～
８
月
24
日

　

◇
第
１
次
試
験
日　

９
月
23
日
㈰

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

芦
北
警
察
署

　

☎
（
８
２
）
３
１
１
０　
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　  氏　　名　　  死亡日       　　年齢　　　　区

一宮　アキ子　    ３．３１　   　  ８９　　   市野瀬
井樋口 美智子       ３．３１　   　  ８２　　   道川内西
一原　千寿子        ４．  １　   　  ８７　　   市野瀬
德田　英勇      　  ４．  １　   　  ６７　　   湯浦北
須本　一彦      　  ４．  ２　   　  ８０　　   計石西
橋本　保　　　    ４．  ２　   　  ８５　　   花岡北
橋本　羊一　　    ４．  ３　   　  ８１　　   白岩
白坂　正弘　　    ４．  ３　   　  ８７　　   白岩
上岩　ムツエ　    ４．  ５　   　  ８７　　   田浦４
瀧本　季人　　    ４．  ６　   　  ８４　　   大野
田中　ミキヨ　    ４．  ７　   　  ８８　　   米田
緒方　サカエ　    ４．  ９　   　  ８９　　   大川内東
松永　静枝　　    ４．  ９　   　  ７８　　   横居木
田中　中　　　    ４．１０　   　  ８１　　   田浦町２
溝﨑　ミツエ　    ４．１４　 　１００　　   小田浦６
森本　巽　　　    ４．１４　   　  ８３　　   宮崎
三松　ワカエ　    ４．１７　   　  ９６　　   湯浦南
桑原　幸子　　    ４．２０　   　  ８８　　   花岡西
白坂　ハツミ　    ４．２１　   　  ７６　　   白木
山之口　ミヱ　    ４．２１　   　  ９６　　   鶴木山
告山　ミチ子　    ４．２７　   　  ７９　　   東告
原田　哲明　　    ４．２９　   　  ７５　　   丸山

　氏　　名　　   出生日  　性別　  保護者　　    区

坂口　劉
りゅうと

人　　  ３．２８　   男　　幸　希　　湯浦東
隈元　悠

は る ま

真　　  ４．  ２　   男　　光　男　　田浦４
寺川　龍

りゅうし

志　　  ４．１１　   男　　健　昇　　女島西
荒川　陽

は る と

翔　　  ４．１３　   男　　　聡　　　新町
橋口　心

こ は る

春　　  ４．１５　   女　　隆　介　　高岡南
市川　翔

しょうた

大　　  ４．１９　   男　　重　和　　芦北
林田　彩

あ い り

里　　  ４．２０　   女　　裕　司　　湯浦北
宮内　友

ともひさ

久　　  ４．２７　   男　　　智　　　白岩

　人　口　　１９，６５４人　（ー２９）
　　男　　　　９，１７４人　　（ー６）
　　女　　　１０，４８０人　（ー２３）
65 歳以上　　   ７，０６０人　　（＋５）
　世帯数　　　７，６００世帯    （＋８）

人口の動き（H24.5.1 現在）　（　）内は前月比

お 誕 生 お め で と う
H24.4.1 〜 4.30 受付分（敬称略）受付件数 11 件

※本町窓口に届出をした人で、承諾を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場秘書広報係まで
　ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈りし ま す
H24.4.1 〜 4.30　受付分（敬称略）受付件数 22 件

※本町窓口に届出をした人で、掲載の承諾を得た人を掲載して
　います。

【
芦
北
短
歌
会
】

店
ひ
と
つ
閉
じ
て
人
な
き
路
地
裏
の
風
に
梅
花
の
香
り
は
ゆ
く
も　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
本　

史
子

常と
き
わ
ぎ

盤
木
の
萌
黄
の
新
芽
鮮
や
か
に
古
葉
し
ず
か
に
散
り
ゆ
く
さ
だ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
來　

道
子

夫
逝
き
て
一
周
忌
す
ぎ
食
卓
に
効
か
ぬ
ま
ま
の
古
椅
子
ひ
と
つ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
宮
美
佐
子

石
垣
も
超
え
て
連

れ
ん
ぎ
ょ
う翹
茂
り
た
り
花
も
若
葉
も
気
の
向
く
ま
ま
に　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
寺　

真
弓

百
余
匹
真
鯉
緋
鯉
は
風
は
ら
み
遡
上
す
る
か
に
湯
の
浦
の
川　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
嶋　

良
子

短

歌

【
町
民
講
座
】

（
日
野
草
城
の
句
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
永　

玲
子

書
道
（
か
な
）

【
田
浦
短
歌
会
】

駅
近
き
施
設
の
窓
に
夜
を
通
し
新
幹
線
の
光
が
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口　

陵
子

突
然
の
避
難
放
送
に
驚
け
り
訓
練
と
聞
く
も
し
ば
し
動
悸
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
山　

澄
子

韮に
ら

の
草
取
る
足
元
に
天て

ん
と
う
む
し

道
虫
の
内
な
る
あ
か
り
点
し
つ
づ
け
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
た
も
る

辻
ゆ
け
ば
無
人
売
り
場
の
春
キ
ャ
ベ
ツ
朝
露
ふ
ふ
む
に
ひ
か
さ
れ
求
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

忠
子

同
級
生
の
通
夜
に
来
て
お
り
我
の
身
の
一
部
が
削
が
れ
た
思
い
の
中
に　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
松　

克
博

問
い
合
わ
せ
先

芦
北
警
察
署
☎
（
８
２
）
３
１
１
０

芦
北
警
察
署

芦
北
消
防
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

問
い
合
わ
せ
先

芦
北
消
防
署
☎
（
８
２
）
４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

◎
水
分
補
給

下
痢
、
発
熱
、
嘔お

う
と吐
を
繰
り
返
す
と

脱
水
症
状
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
常
温
に

冷
ま
し
た
お
茶
な
ど
で
、
水
分
補
給

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
嘔
吐
が
見
ら
れ
た
ら

吐
い
た
物
が
気
管
に
詰
ま
っ
て
窒
息

し
た
り
、
肺
に
入
っ
て
肺
炎
を
起
こ

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
横
向
き
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

新鮮なもの、賞味期限を
確認して
購入する

食材を十分に加熱する
※食中毒の予防には、
　85℃で１分以上の加
　熱をしましょう。

ポイント①　食品の購入ポイント④　調理 ◆
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

ポイント②　家庭での保存
食品を持ち帰ったら、す
ぐに冷蔵庫
や冷凍庫で
保存する

ポイント⑤　食事
室温に長く放置しない

ポイント③　下準備
手を洗う。
きれいな
調理器具
を使う

ポイント⑥　残った食品
きれいな器具容器で保存
する。食べる前に再加熱
する

◆
食
中
毒
の
応
急
処
置

※
１
日
10
回
以
上
の
下
痢
や
血
便
、

　

呼
吸
困
難
な
ど
の
症
状
が
出
た
場

　

合
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診

　

し
ま
し
ょ
う
。　
　
　

悪
質
業
者
が
あ
な
た
を
狙
っ
て
い
る
！

芦
北
町
で
発
生
し
た
被
害
は
、

○
廃
品
回
収
業
者
を
装
い
訪
問
し
て
き

た
男
が
「
使
用
中
の
布
団
と
新
品
の
布

団
を
交
換
し
て
や
る
」
と
言
っ
て
き
た

の
で
、
白
紙
の
紙
に
署
名
押
印
し
た
と

こ
ろ
、
実
際
は
高
額
布
団
の
契
約
書

だ
っ
た

○
姓
名
判
断
を
し
て
も
ら
っ
た
ら
「
運

が
悪
い
」
と
言
わ
れ
、
高
額
な
印
鑑
を

購
入
さ
せ
ら
れ
た

○
老
人
ホ
ー
ム
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
を
設

置
す
る
た
め
「
80
万
円
融
資
し
て
く
れ

れ
ば
、毎
月
５
万
円
の
配
当
金
が
あ
る
」

と
嘘
を
言
い
お
金
を
だ
ま
し
と
る

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ま
さ
か
自
分
が
」
と
思
っ
て
い
る
人

が
被
害
に
遭
い
や
す
い

　

見
知
ら
ぬ
人
が
訪
問
し
て
き
た
ら
①

家
に
上
げ
な
い  

②
契
約
の
話
は
、
は
っ

き
り
と
断
る  
③
そ
の
場
で
判
断
せ
ず
家

族
に
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
】

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
記
載
が
あ
る
契
約
書

面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
８
日

以
内
で
あ
れ
ば
契
約
解
除
が
で
き
る
制
度

で
す
。

例
：
６
月
１
日
㈮
に
契
約
の
場
合

▼
６
月
８
日
㈮
ま
で
な
ら
解
約
で
き
る

▼
６
月
９
日
㈯
以
降
は
解
約
で
き
な
い

　

注
意
：
土
日
も
含
む

【
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
方
法
】

①
郵
便
局
窓
口
に
行
く

②
内
容
証
明
郵
便
で
解
約
申
し
立
て
の
ハ

ガ
キ
を
相
手
業
者
に
郵
送
す
る
。

③
土
日
で
あ
れ
ば
、
普
通
郵
便
で
解
約
申

し
立
て
の
ハ
ガ
キ
を
郵
送
す
る
。

※
注
意
：
郵
送
す
る
ハ
ガ
キ
は
、
解
約
申

　

し
立
て
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。 

両

　

面
を
コ
ピ
ー
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

消
印
の
日
が
解
約
申
し
立
て
の
日
に
な

　

り
ま
す
。

　

編　

集　

後　

記

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
町
内
を
巡
る
と
海
浜
公
園
、

潮
干
狩
り
、
道
の
駅
た
の
う
ら
、
大

野
温
泉
セ
ン
タ
ー
な
ど
た
く
さ
ん
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

５
月
に
入
り
暑
さ
も
増
し
、
子
ど
も

た
ち
が
お
い
し
そ
う
に
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
て
い
る
姿
に
見
と
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
▼
今
年
は
１
年
が

３
６
６
日
あ
る
４
年
に
１
度
の
う
る

う
年
。
う
る
う
年
と
い
え
ば
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
す
。
７
月
に
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
藤

井
瑞
希
さ
ん
が
出
場
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。
休
み
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
た
め
に

頑
張
っ
て
き
た
藤
井
さ
ん
、
ロ
ン
ド

ン
で
は
楽
し
ん
で
プ
レ
ー
し
て
く
だ

さ
い
▼
藤
井
さ
ん
の
吉
報
を
聞
き
、

少
し
前
に
訪
れ
た
書
家
金
澤
翔
子
さ

ん
の
個
展
の
作
品
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
力
強
く
書
か
れ
た
文
字

「
夢
」。
持
っ
て
い
た
ら
強
く
な
れ
る

も
の
で
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
▼
気
象
庁
が
発
表
し
た

九
州
南
部
の
今
夏
の
平
均
気
温
予
測

は
、
平
年
並
み
か
高
い
で
し
た
。
芦

北
町
は
間
違
い
な
く
「
熱
い
」
夏
と

な
り
そ
う
で
す
。　
　
　
（
寺
川
）
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芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

▲一般の部　最優秀賞
　「サルスベリ」久原 知子さん　宇城市

◇「星野富弘の詩画と詩画公募展入賞作」
　○期間　６月 10 日（日）まで
　○休館日　　第２・４月曜日　
　○開館時間　午前９時〜午後５時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

　

絵
画
と
い
う
も
の
は
、
光
の
具
合
で
見
え
方
が
変
わ

る
時
が
あ
り
ま
す
。
曇
り
や
雨
の
日
の
絵
画
が
ど
ん
な

表
情
を
し
て
い
る
か
・
・
・
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

薩
摩
街
道
ふ
る
さ
と
湯
の
香
ぎ
ゃ
ら
り
ー

　

湯
浦
活
性
化
協
議
会
が
湯
浦
地
区
に
展
示
し
て
い
る

町
民
の
皆
さ
ん
が
製
作
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
再

生
紙

使
用

）

この植物を植えたり、拡げたりすることは法律で禁止されています！
　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
５
月
～
７
月
ご
ろ
に

か
け
て
黄
色
の
花
が
咲
く
植
物
で
、
本
町
で
も
道

端
な
ど
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。
し
か
し
、
生
態
系

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
植
物
と

し
て
「
特
定
外
来
生
物
」（
注
）
に
指
定
さ
れ
、

栽
培
、
運
搬
、
販
売
、
野
外
に
放
つ
こ
と
な
ど
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
項
目
に
違
反
し
た
場
合
、
最
高
で
個

人
の
場
合
、
懲
役
３
年
以
下
も
し
く
は
３
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
、
法
人
の
場
合
は
１
億
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
処
理
す
る
時
の
注
意
】

　

根
か
ら
引
き
抜
き
、
２
～
３
日
天
日
で
乾
燥
さ

せ
枯
死
さ
せ
た
後
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
地
区
な
ど
で
大
量
に
処
分

し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
住
民
生
活
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（注）「特定外来生物」とは、外来生物法（正
式には「特定外来生物による生態系等に係
る被害の防止に関する法律」）により、生
態系などに被害を及ぼすものとして指定さ
れた生物です。

▶
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

ロ
ン
ド
ン
五
輪
出
場
決
定

藤
井
瑞
希
さ
ん

　

本
町
平
生
出
身
の
藤
井
瑞
希
さ
ん
が

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
７

月
に
開
催
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
オ
ロ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

本
町
出
身
の
オ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
は
、

１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
隅
本
冨
夫

さ
ん（
田
浦
町
４
、カ
ヌ
ー
競
技
カ
ヤ
ッ

ク
）
以
来
２
人
目
と
な
り
、
女
性
で
は

初
め
て
の
快
挙
で
す
。

　

藤
井
さ
ん
は
、
高
校
時
代
の
ダ
ブ
ル

ス
の
パ
ー
ト
ナ
ー
垣
岩
令
佳
選
手
と
ペ

ア
を
組
み
、
昨
年
の
ド
イ
ツ
オ
ー
プ
ン

の
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
。
全
英
オ
ー

プ
ン
で
も
準
優
勝
す
る
な
ど
素
晴
ら
し

い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
昨
年
５
月

か
ら
１
年
間
の
試
合
で
好
成
績
で
ポ
イ

ン
ト
を
重
ね
て
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
４
位

の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
同
じ
チ
ー
ム

で
昨
年
の
世
界
選
手
権
で
３
位
と
な
っ

た
末
綱
聡
子
・
前
田
美
順
選
手
と
と
も

に
日
本
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

藤
井
さ
ん
は
姉
２
人
の
影
響
を
受

け
、
５
歳
の
誕
生
日
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
始
め
ま
し
た
。
湯
浦
小
、
湯
浦
中

時
代
も
全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残

す
な
ど
活
躍
。
中
学
卒
業
後
は
芦
北
を

離
れ
、
青
森
山
田
高
校
に
進
学
し
練
習

を
重
ね
、
高
校
総
体
で
優
秀
な
成
績
を

挙
げ
ま
し
た
。
特
に
平
成
18
年
の
３
年

生
の
時
に
は
団
体
、
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ

ブ
ル
ス
の
３
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。
高

校
を
卒
業
後
は
熊
本
市
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
セ
ミ

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
ズ
九
州
・
山
口
（
現
ル

ネ
サ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
九
州
・
山
口
）

に
入
社
し
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
愛
称
は

ル
ネ
サ
ス
Ｓ
Ｋ
Ｙ
）
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
メ
ダ

ル
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課　

環
境
対
策
室

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
４
７
）

写
真
：
ル
ネ
サ
ス 

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
九
州
・
山
口
㈱
提
供


